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いわ て 未来 づく り 機 構 で は 、 平成 24 年 度 か ら 3 ヵ 年 を 、 機構 の 第 2 フェ ー ズ と し て 、 オ ー ル 岩手 に よる 復興 と 未来 づくり に つなが る 県 
民 運動 を 力強く 推進 し て いま す 。 平成 25 年 度 は 、 第 2 フェ ー ズ の 中 間 年 に 当たり 、 復 興 を 加速 させ る 年 で も あり ます 。 会 員 各 位 の 一 
層 の 御 協力 を よろ し く 願 いし ます 。 


会 員 の 皆様 に は 、 益 々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 皆 様 の 御 支 援 ・ 御 
協力 を 賜り 、 設 立 よ り 6 年 目 を 迎え る こと が で きま し た 。 本 号 で は 、 去 る 11 月 7 日 に 開催 され た 平成 25 年 度 第 
2 回 ラウ ンド テー ブル を 中 心 に ご 報告 いた し ます 。 


互 薄 漆 曽 














平成 25 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


平成 25 年 11 月 7 日 ( 木 ) の 15 時 00 分 か ら 、 ホ テル メト ロ ポ リタ ン 盛 
岡 ニ メー ウィ ング に お いて 、 平 成 25 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル (R 
TT) を 開催 し まし た 。 

今回 は 、 年 度 当初 の 事業 計画 や RT メン バー か ら の 御 意見 も 踏ま え 、 
「 議 諭す る RT」 と し て 、① も の づく り 企 業 の 今後 の 方 向 性 等 に つい て 、 
と ②1 LC 誘致 に 向け た 課題 に つい て 、 の 2 題 に つき まし て 議論 を 行い ま 
し た 。 




















議題 1 も の づく り 企 業 の 今後 の 方 向 性 等 に つい て (人材 育 成 を 中 心 に ) 


釜石 市 の 費 エ イワ の 佐々 木 常務 を ゲス トス ピー カー に 、① 地 元 就職 率 向上 の た め の 企業 の 魅力 づく り 、② 経 営 者 
の 意識 改革 、 の 2 つの 論点 を 中 心 と し て 議論 が 進み まし た 。 


も の を 作る 、 売 る だ け で は な く 、 そ の 行く 末 に 顧客 や 市 。 ・ 現 大 学 2 年 生か ら 就職 活動 の 開始 時 期 が 遅く な り 大 企 
民 が 存在 する こと を 組織 の トッ プ が 訴え て いく こと が 必要 。 業 ・ 中 小 企業 の 採用 時 期 と 公務 員 試 験 が 重なる た め 、 地 元 企 
人 材 育成 は 、 お 金 や 時 間 な ど が か か る が 疎か に する と 後 。 業 が 学生 に PR する た め の 企 業 力 を 付け る こと が 必要 。 

で し っ べ 返 し を 食う 、 企 業 経 営 に お いて 非常 重要 な も の 。  ・ 県 内 企業 は 、 強 み を 前 面 に 押し 出し て 県 民 に も っ と 知っ 

優秀 な 人 材 を 採用 する に は 、 企 業 が 待ち の 姿勢 で は な て も らい 、 認 知 さ れる こと が 選 要 


く 、 社 会 買 献 の PR や 、 上 魅力 的 な 業務 の 付与 な ど 学 生 の 志向 ・ 震 災 以降 、 若 者 の 地元 志向 が 高まっ て お り 、 そ の 潜在 的 
こ 合 わせ た 企業 づく り を や っ て いく こと も 重要 。 な 可能 人 性 を いか に 実際 の 就職 等 に 活か し て いく か が 大 事 。 





























議題 2 ILC 誘 致 に 向け た 課題 に つい て 


県 の 大 平 首 席 ! L C 推 進 監 か ら 、 誘 致 に 係る 現状 と 課題 の 説明 が あっ た 後 、 地 元 側 と し て 、 各 主体 が 今 こ の 時 期 
に や ら な けれ ば な ら な い 取 組 に つい て 議論 が 進み まし た 。 
































国民 理解 促進 の た め の P R が 大 切 で 、 東 北 、 北 海道 まで ・ 研究 都市 と し て の 街 づ くり の 青 写真 的 な も の を 早め に 作 
巻き 込み 一 体 と な っ て P R し て いく 組織 の 立ち 上 げ も 必要 。 り 、 県 外 ・ 国 外 に P R し て いく こと が 必要 。 
侯 袖 地 が 一 本 化 さ れ た こと で 、 東 京 の 経済 同友 会 の 対応 ・ 英語 に 特 化し た 教育 と 高速 交通 網 の 整備 が 必要 , 
も 本 化 さ れ た 。 中 天 纏 界 や 有識者 へ の 働 ま 掛け も 同友 会 。 。 北上 山 叶 設 の 正式 決定 は 時 間 の 問題 だ と 考え る が 、 必 
を 通じ て 行う こと で 効果 的 に 行い た い : 要 性 を 東北 か ら 東 日 本 全体 に 地域 的 に 広げ 、 経 済 界 に 浸透 さ 
「 国 際 化 」 と いう 点 で 岩手 県 は 遅れ を と っ て いる 印象 が 結晶 と で 、 早 く 政府 に 決断 し て も ら う こと が 重要 。 ま 
ある こと か ら 、 大 学 と し て も 支援 し て いき た い 。 、 政 府 が 決め た 後に 国民 か ら も 後押し され る よう 、 地 元 が 
人 人形 成 を 図っ て いく こと が 必要 . 
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【 東 北 未 来 借 造 イ ニシ アテ ィ ブ 作業 部 会 】 


© 第 1 期末 来 借 造 塾 が 開講 






































て 、 平 成 25 年 8 月 25 日 か ら 開講 し ま 
釜石 市 、 大 船渡 市 を 


本 大 























磨 さ れ て いま す 。 





























ショ ン 、 妥 








ド ・ カ ン パ ニー に よる 「 戦 略 」 
を 重ね て きま し た 。 今後 、 3 






































を 行っ て いき ます 。 
© 未来 創造 フォ ー ラ ム 
未来 創造 塾 と 














いま す 。 
第 1 











し まし た 。 
12 月 7 日 に は 、 帳 博報堂 の 方 を 講師 





デー 
ーー 











題し た 第 2 回 フォ ー ラ ム を 予定 し て いま す 。 





http://tohokumirai. jp/ 


社団 法人 東北 ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 会 長 の 大 
山健 太郎 氏 を 塾長 、R エエ メンバー の 1 人 で ある 
高橋 真 裕 岩手 経済 同友 会 代表 幹事 を 副 塾 長 と し 


と し た 23 名 の 方 
が 、 自 身 の 事業 の 再建 ・ 拡 大 と 挑戦 、 さ ら に そ 
の 先 に ある 地域 の 未来 の 創造 に 向け て 、 切 礎 丈 


開講 以降 、 大 山 塾 長 と の 寺子 屋 式 対話 、 政 策 
投資 銀行 に よる 「 経 営 と 会 計 」 セッション 、N 
PO 法人 TI SL に よる 「 リ ー ダ ー シ ッ プ 」 セッ 
責任 監査 法人 トー マツ に よる 「 事 
業 構想 発表 」 セッ ショ ン 、 マ ッ キ ン ゼ ー・ ア ン 
セッ ショ ン な ど 
| の 卒 享 式 で の 最 
終 プ レ ゼ ン に 向け 、 そ れ ぞ れ の 構想 の 磨き 上 げ 


7 行 し て 、 広 く 市 民 の 方 々 を 対 
象 と する オー プン 形式 の フォ ー ラ ム を 開催 し て 


回 は マッ キン ゼー・ ア ンド ・ カ ン パ ニー 
の 方 を 講師 と し て 「 マ ッ キ ン ゼ ー に 学ぶ 、 ビ ジ 
ネス デザ イン と 戦略 」 と 題し 、11 月 9 日 に 開催 


「 博 報 
堂 に 学ぶ 、 マ ー ケ ティ ング と ブラ ンド 戦略 」 と 














検索 胃 東北 未来 信 告 イ ニシ アテ ィ ブ 


今後 の 予定 














第 3 回 ラウ ンド テー ブル 平成 26 年 3 

















の 開催 





【 復 興 教 育 作 業 部 会 】 


ご © 復興 教育 に 係る 講師 派遣 リス ト の 作成 


h 











今年 度 か ら 活 動 を 開始 し まし た 復興 教育 作業 

部 会 で は 、 県 教育 委員 会 の 策定 し た 「『 い \ わ て 
の 復興 教育 】』 プロ グラ ム 」 の 各 学 校 で の 推進 を 
支援 し て いく こと を 活動 方 針 と し て 掲げ て いま 
す 。 

第 1 弾 と し て 、 機 構 の ネッ トワ ー ク を 活か し 
各 学 校 で 活用 可能 な 復興 教育 に 係る 講師 の 
遣 リ スト を 作成 する こと と し て お り 、 今後 、 

会 員 各 位 に 詳細 を 依頼 する 予定 で す 。 
会 員 各 位 の 御 協力 を お 願い いた し ます 。 





































































































ttp://www. pref. iwate. jp/list. rbz2nd=4517&ik=3 














人 索 いわ て の 人 


情報 を ご 提供 下さ い 


一 般 向け の 情報 発信 を 行っ て いま す 。 


る 」 
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機構 で は 、 ホ ー ム ペー ジ な ど を 活 
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会 員 の 皆様 に お いて 、「 イ ベン ト を 予定 し て い 
[周知 し た いこ と が ある 」 な ど 、 発 信 し た い 情 


報 が ある 場合 は 、 機 構 事務 局 あ て ご 相談 くだ さい 


また 、「 買 うな ら 岩 手 の も の 運動 」 の 一 環 と し 








て 、 ホ ー ム ペー ジ 上 で 「 岩 手 の イ イモ ノ 」 紹 介 を 行 


っ て いま す 。 


「 イ イモ ノ 」 の 御 推薦 が あり まし た 





ら 、 皆 様 か ら も お 寄せ 願い ます 。 





な お 、 事 務 局 に お いて 機構 と し て の 発信 が 適当 で 





は な いと 判断 し た 場合 は 、 お 断り させ て いた だ く 場 

















合 が あり ます の で 予め ご 了承 願い ます 。 





を 予定 し て いま す 。 





いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 














会 員 各 機関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル ア ドレ ス 等 に 変更 が あっ た ら 、 














〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 鎌田 、 田 山 ) 
E-mail : aa0001 @pref. iwate. jp 


電 話 :019-629-5215 (FAXO19-629-5254) 
ホー ムペ ー ジ httbp ://iwatemirai. com/ 





事務 局 ま で お 知ら せく だ さい 。 





